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<東京定例集会>―  予定 ― (無料)一

毎月第4金曜日 18時30分～20時 00分頃

毎月第1金曜日は,自 由集会です。ヒマラヤに関

する個人的な騰炎 ご友人との打合せなどにHAJ
東京事務所をこ利用下さい。なお,毎週金,上の13

時～20時まで事務所はご利用できます。

9月 3日 (第 1金曜X24日 は休み)ガルワル山麓

10月 22日  ネパール・ トレッキング'1議

11月 26日 アッサム, ビルマ,ダージリン

12月 3日 (第 1金曜)(2日は休み)

ネパールの旅, トレッキングのガイド

HAJの「ォフ‐ルヘの旅」(600円)の本持参の

こと。

52年 1月 28日  アフガニスタンの山 (ワハン隊】誕幸長)

2月 25日  中央アジアの山々

3月 25日  インド・ ヒマラヤ情報

<北海道定例集会>一予定一お茶代・実費
毎月第1月 曜日 掟時頃からF孔幌市北 1西 4棟

向 喫茶「ねむの木」の3階特別室でおこないます。

奇数月定例,偶数月自由集会

問′合・せ先 大崎1正 |1言理事 

illrn{lllln!.{r{!nnllhnnlllrtr( lr lr{l

<名古屋定例集会>一 予定 ― (無料 )

毎月第 2金曜日 18時 分～2(理Ю Oう)頃

於 :名駅前 ホテル・ニューナゴヤ 747号

(7階)エア・インディア名古屋

9月 B～ 19日  ヒマラヤ山荘開き (Pl厖嶽0
9月 10日  ガルワル山麓の旅 ,ア ッサム

10月は休み

11月 12日  ビルマ,ダーリン

12月 10日  ネパールの旅アドバイス

HAJの「ネ′`卜‐ルヘの旅」 (600円 )の本持参

"年
1月 21日 (第 3翻曜)(14日 を変コ∋

アフガニスタンの山 (ワハン隊週辞D
2月 18日 (第 3金曜)(11日 を変慶∋ 中央アジア

3月 11日  インド・ ヒマラヤ情報

―
秋 の ヒマ ラヤ集会 予 告

―

10月 9日 (」∋ ,10(日 ),1l GDの 2泊 3日。

八ケ岳山麓中央高原)樅の本荘および阿弥蛇岳登山

などハイキングも含めておこないます。詳しくは

「ヒマラヤ」56号をごらん下さしヽ 宿泊人員40名で

〆切ります6 EAJ名 古屋事務所へお申込み下さ

し、会費大人 9,500円 , 小人 6,500‐円。

HAJヒ マラヤ集会

◇
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《HAJを考える
一

その2》

組織 とメンバーのあり方

『
ヒマラヤ」42号 (5Q 5)|こ

でHAJと は何か

―
現状と将来"と題 し,HAJの かかえている

問題を分析 し,HAJの 到達すべき未来像を適格に

描きだしていまし′ぉ

その未来像は完べきであり,私達がつねひごろか

くありたいと考えていたそのものであります。うっ

かりすると,HAJの 組織は,そ こに述べ られてい

た形に,すぐにでもなれるのだと錯角を起すほどで

し′も

でも,敷 はどうでしょう力ゝ いまのHAJの体

制で、そこに述べられている事を実現するためには

どれほど多くの人材と労力を要するかを考えたとき,

気の遠くなるような感 じさえいたしました。とても

私ごとき者の手におえるものではない。誰れか,素

晴らしい能力の有る人がやってくれるだろう 
一

正直いって,そ う思いまし′島

しかし,よ く考えてみれば,それでは何も実現 し

ないことは理の当然です。とすれば,何をすればよ

いのか,あまりにも完ぺきな未来像の前で,何から

手をつけたらよいのか,と まどってしまいましナ亀

そこで私は,「組織」と「個」の関係から,HAJ
の組織をもう一度考えて見まし′亀

HAJは<ヒ マラヤ:>と 言う共通目標を持ったイ

ンフォーマルな組織として大きくなってきましナ島

たしかに,会員は<ヒ マラヤ:>を 目標にしていま

すが,その内容 (目的)は各人各様です。また,会

員がHAJを 理解する時,それは,その人の経験,

環境,思想等の過去の認識を通し,その人独自の事

実認識となって理解されているのです。HAJが
,

その活動に参加することが,会員ひとり,ひとりの

心の中で,どのような位置づけにあるかは,日標が

同じであっても,その比重に相当大きな開きがある

と思います。これは,個の集合は必ずしも,それに

比例 した全体の和とはならないと言うことです。

このような,各人各様に開きのある組織を適確に

運営するためには,個としての会員の意向を常に正

しく認識しておくことが必要です。そして,正しい

認識は,常に実現されたもの (現状)を出発点 (企

画)に絶えずフィー レ ッヾクすることによってのみ生

み出されるものだと考えます。

今のIAJにとって一番大切なのは,この会員の

意向 (要望)がどのようなものであるか,それを正

しく認識することではないかと思います。このこと

は,すでに「HAJとは何か」の現状の中で, F会

員の志向と声を正しくとらえ,集約する機構がない。

この点は重視する必要がある」とはっきり述べられ

ております。

会員の意向を正しくとらえると同時に,会の意向

もまた正しく伝えなければなりません。ここに, コ

ミュニケーションの場の必要性力」ヨじてきます。

話し合いの場に,出来る限り多くの会員が参加す

ることは,会の発展にとって欠かすことのできない

ものです。しかし,それにはそれなりの方法をとら

なければ,一部の人 の々参加に終ってしまったり,

単に "話 し合いの形式をとればよい2いった形式上

の集合となります。中味の伴わない見せかけだけの

集りは,と きとして反携を招き,その中での活動意

欲を減殺してしまうことさえあります。いまのHA
Jの中にこのような事がないとは言い切れません)

これを是正し,コ ミュニケーションに内存する事実

と推論の混同の障害を排除するために,柔軟なコミ

ニュケーション の場を持てる組織であると共に,組_

織内部の結びつきの方向を変える必要があります。

EAJの会員は,いまそれぞれの方が,地区,ク

ラブ,そ して研究会において個 に々活動しています。

しかしながら,こ の発生と活動は,日 本社会の特色

とも言うべき
で
タテ"の原理による人間関係によっ

て結ばれております。

私は,これらのグループを,活動内容や役割は異

なっていても,HAJの組織の中においては,同等

のウエイトを持って存在し,お互のグループ間の協

調か必要であるとする,二項対立の論理を持って連

結運営することが,HAJを してよりよい方向へと

移行させる大切な過程であり,早急に成立させるべ

きだと考えております。

(山倉洋一,Π AJ理事

Expedit iOn, 東北担当)
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《H&S Planのページ》

サセル 0カ リンー ラダックの名峰
HAJ・ ラ ダ ッ ク研 究 会

インドの北辺 カシミール州のラダック

地方にあるこの山は,カ ラコルムの東端で

もあり,現在では外国人の入山は困難であ

るが,こ の山とその周辺は気候風土,民俗

などいろんな点から非常に興味深い地域で

ある。以下は将来HAJよ りH&S Plaゴ

の一環としてこの地へむかう隊を送るとき

のための事前研究の一端をり録したものである

<サ セル・ カ ン リ山群>
Rimo氷河から流れ出た, Shyokり ||が

ぐるっと囲んだところにあり,主峰は 7672

″で 1973年 にジョギンダー・ シンの率い

るインドITBP隊によって6月 6日 に初

登頂されたが, 1峰 75134(シ ェクパ・

クンチャン)二峰 74954即峰 7415,″ (ク

ラウ ド0ピーク)は未踏峰で残っている。

そして,その北にはマモスト・ カンリ7625″ もあ

る。

<〔アプ ロー チ> スリナガールまで日本か ら空

路 2日 ,そ こから車で 2日 でラダックの主都 レーに

着く。 レーからカル ドウン・ ラ (5570″)を越え

て西面のパナミクヘ入るか,初登頂のときの東面へ

チャン・ ラ (5289″ )を越えて接近するかである。

ショーク河の条件がよければ5日 ほどでB.Cへ入

れる。この地域の天候は5～10月 位まで比較的安定

している。

<登 山史 と主要 文献 >(概 説は「ヒマラヤの

高峰 I」 深田久弥 白水社 1973,P240～ 251に

ある。)

① (1889)ヤングバスバードのカラコルム峠越。
② (1897)Neveカ シヾナミクからサセルヤンリ偵
亀 ③ (1906)日野強,④ (1908)橘 ,野村カ
ラコルム峠臨 ⑤ (1907)Neveマ モスタンカン

リ員局型墜, Thirty Years in Kashmir 1913。

C)(1909)ロ ングスタッフ,プクポチェ谷′、

⑦ (1922)③ (1929)フ ィサー (オ ランダ)

プクポチエ氷河で側量。 ③ (1946)ロ バーッⅣ

峰に試登,H.J.VoIo x‖  xⅣ 1947。

⑩ (1951)ビ トッツStock Kangriに 登

"記じ)(1956)ジ ャヤール大佐印)サ カン・ カンリ

(6943″ )に登頂,H.J。 101.XXV 1964。

C)(1969)ノ ギャル(印)サセルカンリ{能亀

6)(1970)IMF隊  プクポチェ氷河より6140
″峰,他 3峰に初登頂,HoJo MOI,XXX1970,
A.A.J1971。 、り (1973)ITBP隊 サセル・

カンリ初登頂,帰路この山群を 1周,AAJ
1975,H.M.J 1974,岩 と雪40号。

・<:H&S Plan事務局=
HAJ東 京事務所案内>

丸 井

中野東映  三菱銀行
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一耳で感 じるヒマラヤー

わが国で聴取できるヒマラヤ諸国の放送

BCL (Broadcasting ListeneL 放送聴取

者)がプーム的な昨今です。高性能の受信機が安価

に手軽に入手出来ることもあって,小中学生にまで

人気があるようです。ともあれ,国内に居ながらに

してインド音楽に接したり,ホ ットニュースも聴け

るので,我々ヒマラヤに関心を持つ者も積極的に利

用したいものです。

◇ 受信機について

小さな出力で遠くまで飛ぶという特生から,外国

からの放送は殆んどが短波で送 られています。短波

を受信できるラジオであれば聴取できるわけですが,

良好な受信のためにはなるべく性能の良いものが欲

しいのは言うまでもありません〕一応次のような目

安で選びます。

① 短波帯をできるだけ広範囲にカバー可能なもの。

3.9MHzか ら27MH zの 中に殆んどの日本向

け放送が入っていますので,こ の領域をカバーでき

るもの。

② 選局が容易であること。

スプレッドダイヤルや,微妙な選局操作のできる

ファインチューニング機構を備えているのが便利で

す。また,直読デジタル装置があれば極めて便利で

◇ 各 国 の 放 送

すが,これを備えたものは大変高価です。 しか し,

直読デジタルでなくとも5KⅡ zあたりまで 細 か |

く読めるのであれば充分です。マーカーを備えて

いて基準周波数でマーカー信号を発射する機構にな

っていれば,スプレッドダイヤルと組合わせて非常
に効果的です。

メーカーからは 1万円～ 100万円まで各種市販さ

れてますので,フ トコロと性能をにらみ合わせて選

択することになります。

◇ アンテナなど

アンテナ端子の付いているラジオであることが条

件で九 通常ロッド,ア ンテナでも多くの放送を聴

けますが,よ り感度を良く,安定した状態で,ま た

小出力局や遠隔局をとらえるとなれば外部アンテナ

が欲しくなります。マニア的に熱中するのでなけれ

ば一般的には無指向性の市販の品で充分と私は考え

て使ってます。深入りすれば, ヒマラヤと同じくキ

リがありません。

また,海外からの放送は24時間フル送1言 している

わけではないので特定時間帯にワッチしなけれ ぎな

りません。 したがって「タイマー」があれば事前に

選局セットしておけるので猥訴」です。 (稲 田定重 )

国    名 放 送 局 名 所  在  地 放 送 時 間 周  波  数 言   語

アフガニスタン Radio Afghanistan Kabul 2300-2330 4775 kHz 英   語 良

イ   ラ   ク RadiO Baghdad Bandad 0430-0500 9745(:らζ:副曽
=リ

ラドア麟)

イ   ラ   ン Voice oI Iran Tehran 0500-0530 9022(賃

"ラ

撃器は) 良

イ   ン   ド All lndia Radio New Delhi 0745-1010 15280(1器屁響
は
)他

キヾ ス タ ン Radio Pakistan Rawal Pindi 1130-1145 17830 ・21730

ス リ ラ ン カ Srilanka Broad Casting
Corporation

Colombo 1930-2030 15120 ・9550

日本語(月 ,金 )

バングラデシュ Radio Bangladesh Dacca 0315-0415
1345-1415
2130-2200

7250・ 9495

17745・ 21685

17690

英  1語

i ,t - lv Radio Nepal KatIhandu 2350 3425・ 7100・ 7105

ブ タ  ン

Thiophu
0930-1230
2100-0030

7040 l今―タン霧
j會グラγ藝

ビ  ル  マ Burma Broad Casting
Service

Rangoon 2330-0100
1830-2330

5040 英   語

ビ ル マ 語

良

中 Radio Peking

チベ ット・ 内蒙古・新彊・雲

南・四川・青海等の人民放送

がある。

Peking

※チベ ント人民放送

Rhasa

0630-0655
1830-2330

夜 間

)冬 1040・ 4960・ 6955・ 7480

り夏 6955の 代りに9965

4110他
}

日 本 語

中 国 語

極 良

連 Radio Moscow Moscow 1700-2300 5%0・ 11690他 多数の周波数

で送 られている。

日 本 語 極 良

-3-
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初 の “ イ ン ド・ ヒ マ ラ ヤ 研 究 会 議 "

1第 6回東日本 ヒマラヤ研究会 ==100名 が参加

6月 26日 ～ 27日  宇都 宮で開 催

II A Jの メイン研究会となった東日本ヒマラヤ研  隊の目標として非常に興味深いものがある。

究会は,会場を初めて東北以外の地に移して開かれ  ◇ 11.30-12.00 <:イ ンド・ ヒマラヤ登山隊

れ 地理的好条件に加えて,最近にわ力ヽこ注目され   報告>75年日印合同カシミール・ ヒマラヤ登

つつあるインド・ ヒマラヤをテーマとしたこともあ    山隊   山森欣一 (冨1隊長,HAJ理事)

って,参加者の範囲は北海道から九州にまで及び,    ヌン (7135″ )登山の状況がスライドによって

100名 , 全国的性格を帯びた研究会となった。   紹介されナ島

本研究会の詳しい内容は本年11月 頃までに報告書と   昼食時,休憩時間を利用して各種ヒマラヤ資料の

して刊行される予定なので,こ こにはダイジェスト  頒布が行われた。30余種の資料が並べられ,係はテ

的にあらましを報告したい。             ンテコマイであったよう′島

◇ 13.00-14.00<記念講演>ナンダ・コツ

第 1日 (6月 26日 )        ｀ 卜の想い出

前日からの宿泊者20余名があり,当日も早い人は   竹節作太氏 (1936年立教大学ナンダ・コット隊 )

午前3時頃から到着し始め, 7時の受付開始を待っ   40年前, 日本から始めてヒマラヤの高峰に挑んだ

てい′島                       模様を高令にも力幼 わヽらず,昨 日のことのように鮮

9時30分開会,山倉理事が会長からのメッセージ  ゃヵヽこ再現していただい′も 当時のおカネで3万円

を代読,栃木県岳連理事長から歓迎の言葉をいただ  を調達する苦心談,大町の対山館の女中さんが3000

いた。                      円も寄附してくれ感激したこと,月 給を前借りし新

◇ 9。

“

-10。 25最近のインド・ヒマラヤにお   婚の奥さんを実家に帰して出発したことなど,日本

ける記録 _1     稲田定重 (HAJ理事) を出る苦労はいづれの時代も大変であったよう′島

75～76年の各国隊の記録,73年以後の記録の補充, キャラバン中の話題も豊富で会場はしばしば爆笑に

今後の計画の動きについて発表。インド・ヒマラヤ  っつまれた。登山にかかってからは現在とは比較に

は地域的に広く,ま た資料も少ないこともあって完  ならぬ装備にもかかわらずレベルの高い登攀が行わ

全な記録をまとめることは非
1常に難しい面があると  れたことは参加者一同に深い感銘を与えた。なお,

いう。                       氏が頂上までかつぎ上げたアイモによって撮られた

◇ lQ25-11.00<地 域研究>東部ヒマラヤヘ   16ミ リ映画が上映された。戦災で焼失し,我国には

の誘い                     只一本しか夢き存しないという貴重なフィルムであっ

藤井毅 (HAJ理事,東部ヒマラヤ研)   ′も フィルムが古いため何度か中断したが,事務局

シッキム,ア ッサム,アルナチャル・プラディシ  の必死の努力で翌日昼食時に全巻上映出来,独得の

ュ地域に関しての発表。探検・踏査史のあらまし,   ナレーションで当時の朝野を挙げての遠征の模様を

地域の人文について大変興味深い内容であっれ 特  実感出来たのは幸いであっれ

にアルナチャル地域はまだまだ未明の地域で今後  なお,氏は現在白馬観光開発KKの重役として元気

共パイオニア・ ワークの領域であるといわれる。   で活曜されている。

◇ 11.00-1130シ ッキム・ヒマラヤのこと    ◇ 14`"-19,00<ィ ンド・ヒマラヤ登山隊報告>
稲田定重 (ⅡAJ)    下記の隊から各 30分間の発表が行われた。

外国人にはクローズされているこの地域には,   ① 75年HAJザスカ」嗜査隊   
‐
・

6000″ 級の未踏峰が数多く存在しており,オープ            池田昭二 (HAJ,酒田)

ンが待たれるとのこと。また,カ ンチェンジュンガ  8ミ リ映画,見事な高山植物の群落が印象的で,

に関してのルー ト研究力溌 表され,いづれはEAJ  トレッキングの楽 しさを実感こ
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② 75年札幌山岳会キシュトヮール・ヒマラ

ヤ登山隊       千葉良正 (HAJ)
ブランマ1(6425″ )初登頂の模様が素晴らし

い出来栄えの 8ミ リ映画で紹介されナ島 5つ,の前進

キャンプを進めての困難な登山であっナ島

③ 伊勢崎山岳会ヒマチャル.・ プラディシュ・

ヒマラヤ登山隊  田島忠夫 (同隊装備担当)

ティロット谷源頭のPK. 6109″ 登頂について

の́報告があっ′も 4名 (理Ь遠征隊であった。

④ 淀屋橋労山第一次ヒマラヤ遠征隊

竹1沢
二誠 (食糧担当)

アリ・ラトニ・ティバ (5470″ )登頂,総勢15

名の大世帯ではあったが面白い遠征であったよう′島

大阪弁での軽妙な報告。

⑤ 長野県労山インド・ヒマラヤ登山隊
森田稲吉郎 隊 長)

74年のビハ リジョット (62∞ ″)の言醸記 チャ

ンバ地区にあるこの山はかなり困難な登攀であっ′も

インド・ ヒマラヤ通の森田民によってスライ ドで報

告され′も

⑥  75年HAJガルワール・ ヒマラヤ遇征隊

稲田定重 (副膨痔∋

リシ・パハール (6922″ ),サーフ・ ミナー

ル (6911″ ),バムチュー (6303″ )の 3っの

初登がスライ ドで報告され′島

⑦ %年上市峰窓会ガルワール・ヒマラヤ遠征隊
田辺郁夫 (隊長,HAJ)

カランカ (6931″ )の初登頂記録の発表,壮絶

なシプトン・ コル越えの状況,カ ランカ南西フェー

スの登攀も,田辺氏の話術にかかると楽しい登山に

変ってしまう。 8ミ リ映画で終始会場を爆笑のうず

にまきこみながらの発表技術にはホ トホト感心させ

られ′も

③ 電年岩手県山協ガルワール・ヒマラヤ登山隊
工藤洋司 (副膨鮮診

デビスタンI(6678″ )を登頂したが,キ ャラ

バンルー トに残雪多く,ベースキャンプまで20日 間

もかかるという大変な登山となった。登山そのもの

よりもアプローチが困難であったという。HAJ隊
のシーズンと比較して見て興味深かった。発表技術

?が上手で長時間の連続報告のあとにもかかわらず

参加者をひきつけていた。

③ HAJシ ッキム・アッサム調査隊

藤 井 毅  (HAJ理事)

午前中の地域研究に引つづく形で,ス ライドによ

るこの地域,主としてアッサムの紹介が行われた。

インド・ビルマ国境の模様,遠くかすむアルナチャ

ルの山などは参加者のあこがれて止まぬ所であった

よう鳥 また,沢山の少数民族が紹介され興味深い

ものがあっ′お

朝から長時間のスケジュールから解放された参加

者は, 夜のディナーパーティ で思いきりくつ

ろい′ム Ю時20分,西郡光厭 の司会で開会,大崎

理事 (」ヒ海道)が主催者側を代表して挨拶。日本勤

労者山岳連盟海外登山担当の森田千里氏からの挨拶

があり,おわりに最年長ということで高橋照民 (H

AJ)の音頭で乾杯し懇証 うつっ′も ビール・酒

は充分にあったようで,20時∞分の閉会が惜しまれ

た。

21時から情報交換会  が行われナも

ネパール部会 (高橋照氏担当),ガルワール部会

(清水澄,沖 担当),カ シミール・ ラダック部会

(山森,池田担当),イ ンドー般 (稲田,西郡担当)

東部ヒマラヤ部会 (藤井,菊地担当)が設けられ′も

研究会の席では出せぬ面白い話,ウ ラの話も豊富に

飛び出し成果があったようである。事務局からは飲

み物の差入れがあった。以後は自由交流ということ

で,翌朝4時頃まで活発な話し合いを続けた部屋も

あったようである。

第 2日 (6月 27日 )

前日の奮斗でいささ力辛,い 目を揃えて開どヽ

・ 田●…900<地域研究>サセル・ カンリ

沖 允人 (HAJ常務理事)

ラダックの名峰サセル・カンリ (7672)は 外国

人にオープンされていないが,遠征の目標としては

大変興味のあるところ,踏査,登山史,文献等につ

いて充実した発表が行われた。
0 9■ 5-12.10 準 :含パネ′嬌警議> インド・ヒ
マラヤ登山をめぐって

11名のパネラーによって,イ ンド・ ヒマラヤ登山

にからむ総合的な問題が話された。パネラーはもち

ろん,会場からの発言も多く, うまくかみ合って成

果をあげれ 司会は西郡,稲田が担当した。詳細は

本報告書にゆずることにしたい。 2日 間にわたる会

議は事務局の3カ月以上に及ぶぼう大な努力の上に

スムーズに進行した。事務局を担当した小島守夫 ,

舘野秀夫の両氏には心から御礼を申しあげたしヽ
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ラダック ー 2   S.G.コゥル
「Beautiful valleys Of KaShinir and Ladakh」

by SanSar Chand I(Oul , 1963

(P。 132～ R142)よ り

ザスカールは 冷たく,す さんだ親しみのわかな

い土地である。はだか麦と豆以外は何もそだたない。

そして,非常に単純な素朴な人が住んでいる。彼ら

の財産は一群Q馬であり,P damをのぞいては人

口の約40%が回教徒であり,その他はほとんど仏教

徒である。 2つのピーク,ヌ ン,ク ンはlbme Peak

(23476フ ィート, 7135″ )と Pinnacle Peak

(23300フ ィート,7077″ )であり,それの存在

によって他の高いピークカ判 さヽく見える。Pm ikhar

から約24加のParkhachikの 反対側,他の山 の々

上にそそり立っているのが見える。

インダス谷はこの地区のほぼ8(%以上を包括して

いる。北西の端には, もちろん停戦ラインの内側だ

が,仏教徒ダLド (Dard type)に属した人たち

で,数百年前にギルギットから移住してきたといわ

れているDOkpas 人の土地がある。彼らのアーリ

アン系の顔つきはモンゴロイド・パルティス

(3alti s)の仏教徒から見ると著しくことなって

いる。

谷をさかのぼって行くとモンゴロィド・ポォ ドス

(Bodhs)が 優勢に住んでいるようになる。レー

はこの地区の行政の中心の町であるが人 は々たいて

い回教徒である。Shiaと Suni派 の両方ともかな

り住んでいるが,カルギル群における同じ宗教を信

じる人の厳格な正説に対しては,はっきりしたコン

トラス トを示している。周辺の情況によってそれら

の人の比較的自由に信仰している谷の東の端には

Changth angの 広大な平原があり,そ こには他の

いくつかのルー トでも行ける遊牧民の家のある

Ommpasがある。すなわちChang 13峠 (18000

フィー ト, 5485″ )によってはさまれたChangla

ルー ト,Tangl ang峠 (17500フ ィー ト,5333″ )

のあるTanglang ノ′―卜,イ ンダス川にそってい

るROngルー トである。T mglang laのむこう

は2つに分けれるルー トで 1つはLachu long 峠

(16600フ ィー ト, 5059″ )を横切ってパン

ジャプの南にむかい,他は東にむかい硫黄鉱山と温

泉のあるRlg aを含ん′鋼Lupshu地区をとおり,

Polok)nk a(16300フ ィー ト,4967″ )を越

えて大きな塩湖, Tsomoriri に出る。

この湖は長さ24λ
",巾

5～ 8脇 , 4541″ の高さ

のところにある。

Karzok Rupshuの Head'Quor ter(行 政中

心地)カ ルゾォクは湖のすぐそばにある。Rupshu

地区は4260～ 4571″ の標高にあり,だから大変

寒いが空気が乾燥しているので,晴天の日の太陽は

焦げるほど熱い。空気はかなり希薄で旅行者は普通

そんな高いところに住んでいないので,呼吸困難を

感じる。レーとPuga の距離はほぼ 16α″あり,

もう%腕をたどるとEanley に着く。そこはチベ

ット国境のDemjoke から70腕 のところにある。

戦略上で重要な村,Chhushokは 有名な塩湖で

サファイヤ色の水が見られる。P anghong湖を経

由してChanglaルー トによって行ける。Panghong

湖は約 1引断 の長さに渡って点々とある湖で1部

はチベットにあり1部はラダックになっている。中

′らの湖は長さ64議である。巾は3.2～ 6.4腕 と変化

する。湖はほぼ標高 4266″ の高処にある。

ヌブラ谷 (Nubra Valley)

レーからこの谷へは2つの入口がある。Khard―

。ng ia(17500フ牙==卜 , 533鋭
"と

Dig"La
(18000フ ィー ト, 5485の である。Kh"dong

Laルー トはDigar Laノレートにくらべ短いが,

より危険である。以前からそこには人を犠牲にして

しまう雪崩がおこるからである。Khardong La

は一般的に安全とはいえず,6月 の終りより早いと

きに越えると便刺がよい。雪が山の斜面から消えな

いとき峠をこえるためにやとえるヤクが准一の輸送

動物となる。

43続 の距離をレーから登りそしてKhardong

谷へ下って行く。1度,峠を越えるきびしい試練を

すぎればにこやかな可愛らしい谷が見えはじめ, リ

ンゴやアプリコット,ク ヮの木が育つに充分なあた

たかさのところになる。谷はそこここに濃い潅木の

しげみが見えるようになる。 Shyokは無限の水の
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保存地mmmd肛lg湖の出口となり,その水を今は

パキスタン領になっているスカル ドウのKerisで

インダス川の水に配分している大きなヌブラ川へ流

入させている。

Tshtiの 村はこの川を渡る吊橋があるので容易

に対岸へ行ける。そこには沢山のにぎやかな村々が

あり,川の両岸には大きな寺院がある。その1つが

ヌプラ川の左岸にあるP anamckである。ヤルカン

ド・ルー トの人の住んでいる最終の村であり,そこ

には温泉もある。次の村Lehanglingは 1軒か2

軒の家しかない。ヌプラ谷はKhaplu につづき,

今はパキスタンになっている。そして, 1948年 の

パキスタンのラダック侵入のときはげしい戦があっ

れ

グ ラス谷(Dras Vally)

Zoji Laか ら発するDras川によってこの谷は

水が補結されている。この地区の行政中心地,D'as

は谷力法 く開けたところにあり,自慢している学校,

施薬所,郵便局と電報局がレスト・ハウスの近くに

ある。Dr asへの夏の短期間の滞在は楽しい経験に

なるが,冬はその沢山の降雪はおそろしいほどであ

る。なにしろアジアで人が住んでいるところで2番

目に寒いといわれているところである。たき木は少

なく,ゾジ・ラのカシミール側のふもとバルタル

(Baltal)か ら運んでくる。

この地区はDard族の親戚のB rOkpasが住んで

いる。 S hilm aの 方言を話す。そして, バルチィ

(Balti)の 人々とも,アーリアン系の顔とも違っ

ている。ず―と昔にラダックのこの地にギルギット

のチィラス Chilas)か らきたという伝説がある。

鳥 と 動 物

ラダックに見い出せる鳥類はハゲタカ, トンЦ

マグッタカ,ワ タリガラス,赤いくちばしのカラス

(ベニバシガラス),カササギ,やもりの一種バラ

色のウソ,金色のウソ,大ウソなどがスル地区およ

び ドライエリアに見られる。Rupshuにはチベット

ヤマウズラがよく見られる。また,ラ ダックにはヒ

マラヤ雪 ドリ, トキがいる。

ラダックにいる野性の動物ではアイベックス,チ
ベット・ガゼル (カ モシカの一種D,チ ベット・ヵ

モシカがいる。黒熊,雪ひょうもあるところでは見

られる。おおかみはいたるところにいる。Sk aing

または野陛の馬がChangthangの 広い草原で見 ら

れる。

芸 術 と 文 化

土地は全般的に貧しいが人 の々芸術的天賦の才は

高い。どのB Odhでも芸術家が生れているようだし,

魚が水をおよぐように油絵や水彩画を描く。この土

地生れの人によって絵がコンパの壁やキャンパスや

紙に画かれた。信 じがたいものである。彫刻家の芸

術も,才能の高さを示している。Mulbekでは約 6

″のMaitreya Buddha(ブ ッダの到来,チベッ

トではCh田お3と いう)が天然の岩に彫られている。

そして,形と表情は左右対称になっており,見る人

に賞賛せざるを得ないような表現力がある。 レーの

町には2階建の古いゴンパがあり, 座っている .

Chambaの像がある。体のことなった部分の姿勢と,

左右の対称性と表情の美しさ,特に目の洸惚とした

表現はいきをのむ美しさで見る人を魅了する。12″

ほどレーからいったSheyには同じような巨大な姿

勢の金属性の鋳造像があり,:芸 術家の驚くべき力

を示している。像は金と銀で飾りつけられ,宝石が

つけられている。

ゴンパは宗教的な学校,ラ マの養成所というだけ

でなく,この乾操した荒れた地域の住民が寄贈した

崇高な証拠を示す芸術のギャラリーでもある。歌や

おどりはあまり印象的なものはなし、

崇高な精神の荘厳な媒体としてのおどりをおどる

ことや修練はラダックを含むチベットとその周辺特

有のものである。酒宴のときのおどりは欠かせない

ものであり,年令と性別をとわず,すべての人がそ

の純潔な礼儀正しさで好みによって参加するのである

その他の芸術,建築もラダックで発達をしていて
,

巨大な様式と大きなゴンパのどっしりした建て方は

見のがすことのできないものである。どの村やお寺

の出□と入回のところに立っている主壁には,80″

位の長さ,数メー トルの巾と高さをもち,上部は数

千の平たい石がつんであり:Bh addlaの像 また

は,オ ンマニマドメフムの文句力咳」みつけられてい

る。仏教徒の信仰の深い祈りの永続的な記念碑であ

る。

レーの町の違大なゴンパSpi tuk(レーから6.4

麟)Hemis(レーより3駄
")そ

してRezOng(レー

より58腕)ヌ ブラのSanstainli ngな どは訪れる

価値がある。
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ヘ ミス・ ゴンパの有名な6月 の第 1週におこなわ

れる年中行事であるダンスはヨーロッパやアメリカ

からも人が訪れて,紹介されている。他のゴンパの

おどりは冬におこなわれるのでラダックの人以外に

はよく知られていない。

文化の広がりと深さは心地よい丁重さ,う たがう

余地のない誠実さを具体的に表現するものであり,

優雅な礼儀,社会的エチケットなど,ラ ダックを紳

士の国にするすべてのものをもっている。

装    備

旅行者はどこへ行くにもよく準備するべきである

が,しかし,隔絶された地理的条件のラダックでは

特にあらゆる危険にあうとして準備をすべきである。

軽テント,かるくてあたたかいシュラーフ,乾燥し

た食物,各種とりまぜた薬品,ガーゼ,ほうたい
,

日本ヒマラヤ協会 (以下HAJと略称)の名称を

使用して出版する登山,遠征などの報告書,ガイド

ブック,研究報告書などすべての出版物は下記のい

ずれかの方法によるものとし企画した時点で理事会

の承認を得ることとする。

A.<公 式報告書>
登山 0遠征・調薗隊研究会の報告書 (Π AJが

名儀的,実質的を問わず主催したもの)

8,出版蘭田部れさ方式 例「カンジロ′漱 速報」

「Expedition I」 左記の隊など出版責任者が原

稿執筆・企画・編集 。校正 。出版・販売など報告書

に関する一切をまとめ,責任をもって出版する方式

である。これに要した費用はすべて出版責任者が支

払う。販売などによって生 じた果実はすべて隊また

は出版責任者に属する。ただし,報告書のていさい

などはできるだけHAJの これまでの出版物類にそ

ろえることが望ましし、 出版部数にHAJ関係の寄

贈分として50部,保存用1轄5,計 60部をHAJ寄贈

分として含めること。また,HAJが希望すれば若

千部を原価で購入できる。

b,HAJ中 心方式 伊0「カンジロバ公:式報告書」

EAJ主催の隊または研究会などが中心となって素

編集までおこない,あとは遠征隊関係者および,そ
れ以外のHAJ理事会から委嘱された者による,編

集委員会がすべてをおこなう。素編集の終ったもの

をHAJで整理や再編集をおこない,発行・販売に

関することを決める。ここまでの費用は主催した隊

または研究会が負担する。HAJは発行部数を決め

たり,販売方法を考えたり,編集後の一切をおこな

HAJ出版 物 につ いて″1″|″ E吻 ,物

もし,旅行行程に氷河が入るならピッケル,ハーケ

ン,ロープ,ゴ~グル,テルモス,懐中電灯,キ ャ

ンドル,マ ッチ,も し,馬で旅行しようとするなら,

ポニーが提供する鞍はたいてい具合がよくないの

で自分にあった鞍を持って行く方がよいo真夏で

も衣類入れの中には防寒衣をつめておくことである。

1頻にぬるワセリンももって行く方がよい。太陽の息

がつまるような熱に対処するために。カメラと望遠

鏡をもって行くのも必要である。

旅:行り時期がよく,また計画もよくできており,

そして,旅行者がよく準備をしているなら望むもの

すべてこの地区の中で得られることであろう。冒険 ,

スリル,めずらしい文化の中を歩く,そ して野性的

な広大な光景のいくつかを自然の中に見るであろう。

(沖 允 人 訳 )

う。隊関係者には隊用50部,隊員用10部 ×隊員数を

無料で配布するが,隊は出版に伴う費用の%を負担

する。追加購入は原価とする。 (約40%引 )

(会員には
"%引

程度とする)生 じた果実はすべて

HAJに属する。

例)出版に関する費用一切=A(100万 円) 発行

部数=B(1000部),1隷曽数=C(190部 )

HAJ用Clた 50 隊用C2=50 隊員用C3=10× 9

名,保存用C4=10
A■ 〔B― (Cl+C2+C3-|℃ 4)〕十送料+雑

費=一冊の原価とする。この例だと100万TC000
-190)=1235円 +65=1300円 。

定価 60%増)1300円×1.5=1950=2000円

鮒b20%引 (1600円)で売って625冊が屎算点)

′隊負担額 100万円×033=33万円
｀
ⅡAJ負担額       67万 円

B.<:互AJの責任出版物>(例これまでのⅡAJ
出版物のようにほとんど原稿から出版・販売まで一

切をHAJでおこなう。費用はすべてHAJが支払

うが果実もすべてHAJに入る。執筆者にはできた

出版物の若千部を原稿料,編集料として若千部を進

呈する。

C.<HAJの 名をつけた個人的出版物>
HAJ後援の隊や個人的なものは保存用として

10部,HAJ関係者への寄贈用として10部 ,計20部

をHAJへ寄贈する。出版に伴う費用およびそれか

ら生ずる果実はすべて出版者に属する。

1976. 1. 30

-8-
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去る5月 29日 ,ビスタリークラブ集会に先だち,

HAJ顧間である神谷貞義先生 (元奈良医大教授・

、眼科)よ り,秘蔵のラマ教コレクションを特別に鑑

賞させていただく機会を得,集会参加者約30名 が,

神秘の一時を過ごし′も 先生は,過去数回にわたっ

てオフヾ―ル眼科医療のために
で
アイキャンプ"なる

事業を通じて,大変尽力され,その結果,ネパール

国王などからの贈り物を含めて,数百点を所蔵され,

まさに日本一のラマ教コレクションとして大変有名

である。鑑覚に先だち,筆者力業,1時間にわたって,

ラマ教の一般的説明を行なった。以下の拙稿は,当

日説明した原稿に一部加筆したものである。

「 ラマ教とは」

ラマ教は,正式にチベット仏教と呼ばれる大乗仏

教で,特男1展なった宗教ではない。しかし, ラマ教

と呼びだしたことには次のような理由がある。

Lamaをチベット人は,B la― ma(上師 :Bは黙

字)と呼び,梵語Guru(師匠)の訳語である。ラ

マは元来高僧のみに与えた尊称であったが,いつの

まにか―一般僧もラマと呼ばれるに至った。しかも,

その数はチベット全男子人口のイ を占める程多く

社会の上層はラマのみで埋っている感が強く,かつ

彼らの地位は社会的に高く尊崇され 特に弟子にお

いては,絶対神聖視され,仏教の根本である「仏・

法 。僧」の三宝に,真理の仏達者としての「ラマ」

を加え四宝とし′も つまり「ラマ」の地位は「法・

僧」はもちろん,「仏」より優位にあるという。そ

して,ラ マの教義上の意味と,活仏的存在が著しい

特徴であるところから「ラマ教」と名称されるよう

になっ′も

「 チベ ツ トヘの仏教 公伝」

インドの仏教がチベットに公伝されたのは「吐蕃」

の最初の王ソンツェンガムポ王 (在位622年 一

649年 )の頃とされる。 (日本の仏教公伝は538

0
仏教公伝以前のチベットには,数世紀にわたって

lillllili

岩 水 竜 峰

チベット在来の宗教として,上俗の固有信仰である

シャーマニズムが盛行していた。これがボン教であ

る。しかし,当時チベットをとりまく諸国,と りわ

け中国とネパールにはさん然と輝く仏教文化のi花が

咲いていた。 倍 の時代であり,ネパールはリッチ

ャヴィ王朝アムシュ・バルマンの眠計い 。したがっ

て,徐々にではあるが,チベットに仏教信奉の気運

が譲成されつつあったことも事実である。

「吐蕃王国」は,チベットにおける最初の古代専

制王国であり,チベット全土を統一支配,首都をラ

サに定め,要塞化した堅固な王城を築いていた。し

かし,文化的には未開であり無知文盲であっナも し

たがって積極的に外国文化の移入に努めた。仏教公

伝の直接的な原因として,中国からの文成公主の入

嫁とネパールからのブルークティの入嫁さらに トン

ミ・サンボータらのインド留学があげられる。,そ戊

公主は,イ ンド伝来の梅檀の釈迦像を持参し,ラサ

」腋Fに ラモチェ寺を建立,随行として僧侶・文化が

来朝し,詩書や紙墨がもたらされた。ブルークティ

妃は,仏像や経典を持参し,僧侶を伴り寺大きまで

従え, ラサに トウルナン寺を建立し′ぉ このように

640年頃,時を同じくして,ネパールと中国の両系

統が吐蕃王朝に伝えられたとみて良い。外国文化の

積極的移入とみうけられるが,一方では,中国やネ

パールの対チベット懐柔政策ともみられる。このよ

うな形でチベットに入った仏教は,王廷を中とヽとす

る貴族達の上流社会にのみ受容されていたと思われ,

一般の民衆には,仏教よりも在来のシャーマニズム

に親しかったことであろう。

「 仏教の興隆」

8世紀に入って,チ ベットの国威は著しく伸張し

′も 四隣を制圧して諸国を牌現し,チベット全史を

通じて最も強力な時代であった。インド・中国から

も仏教・医学・天文に関する書籍も流入し,それら

のチベット訳も完成した。しかし,それらに反する

ようにボン教徒の排仏運動も起り,一時期ボン教徒

に支配される晰 tも続いた そののち,チ ソン王

ラマ教 の 世 界
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(761年)の時代に至り,仏教が積極的に取り入れ

られ,再びその地位を不動のものとしスも 当時唐の

都長安を占領し吐蕃王国の全盛期をもたらす一大契

機となった。チソン王は,長安の占領や東西交通路

の掌握など,国威の伸張と国力の増強を努めるとと

もに,仏教を正式に国教として採用し′島

「 タントラ仏教の導入」

国教化された仏教も容易に民衆の中へは浸透して

いかなかっスも 当時インドにおいて第一級の宗教学

者とされた,シ ャーンタラクシタがチベットに迎え

られたが,ボ ン教しか知らなかったチベット民衆に

難解な大乗仏教哲学力溶易に受け入れられないこと

を知った。そこで彼は,チベット人になじみ易いボ

ン教のような魔術に傾斜した教えであると考えて
,

とりあえず一つの手段として,当時インドで流行し

ていた,タ ントラ (密ω'仏教の導入を王に勧め
,

偉大な魔術力を持つ高僧,パ ドマサンバワ (蓮華生)

をチベットに迎えナ島

チソン王の招きで,773年 チベット入りしたパ ド

マサンバワは,その威大な魔術によって人々から尊

信を受け,チベット人にタントラ仏教をうえつけて

いっ′も いいかえれば,彼によって後世のチベット

仏教が性格づけられ′も シャンタラクシタとパ ドマ

サンバヮの二人は協力し,チ ソン王を始め,多 くの

高官達の援助のもとに,ラ サの東南約100加サエム

の地に一大寺院を建立し′ぉ 上層はインド式,中層

は中国式,下層はチベット様式であり, 7■年に始

まり787年 に完成している。落慶法要には,イ ン

ドのナーランダ憎院から,12名の僧侶を招き,チベ

ット人6名に始めて授戒をおこなった。これは,チ
ベット仏教の最初の僧団が成立し,組織されたきわ

めて重要な歴史的意義を持ち,の ちサエム寺は,仏

教文化の殿堂であり,源泉であった。チベットにサ

エム寺が建立された時期に,ジ ャワにはボロドブー

ル寺院がまた, 日本には東大寺が建立され,同じよ

うに仏教文化の殿堂となっていることは,不思議な

事実である。

以上述べたことを略記してみると次のようになる。

_中 国系仏教
チベットに<′ 、′1_′′五>流入→サエムの論争→

4 ノ ,ガⅥムそ又

インド系仏教→チソン王791年インド系仏教を国教

化―■曽侶の政治的進出→後世の政教一致のラマ政治の

の展開をま翫蔵

チベッ ト仏教は,以上の展開を持って,国教化さ

れたが,やはり上流社会にのみ通用 した,いわゆる

貴族仏教で一般民衆への仏教の浸透は,困難であり

稀薄であった。一方仏教教団の国家的護持倒邑は,

そのはねかえりとして,国民の経済的負担をますま

す増大せしめ,国民の反感をかった。 こうして,仏

教の破仏と期を同 じくして,吐蕃の終末をむかえ

初伝の仏教はほうかいした。

「 後伝仏教 の展 開」

前期の仏教を三朝仏教とすれば,後期の仏教は民

衆仏教・庶民仏教といえる。後期仏教の特徴は,

(1)密教を中心とした庶民仏教,(2)宗派による

活発な教団活動,(3)国外への伝播 (モ ンゴル・

ネパール・シッキム・ブータン)チベット仏教圏の

確立があげられる。

衰類した仏教は,智光・菩提光などの王の出家に

より,仏教復興の力強い原動力となった。しかし,

容易でないことを悟った王は,当時インドのヴィク

ラマシーラ寺の学僧として有名だったアティーシャ

の入蔵に力を入れた。かくして,仏教復興運動は,

1042年アティーシャがチベットに入ると同時に
,

中心となるべき指導者を得て,本格的な段階に入っ

た。彼は戒律を厳格にし,チベット仏教の再興をは

かった。その後,ア ティーシャの教学は,チ ベット

仏教最大の人物といわれたツオンカパに継承され,

集大成され′島 独身生活 。禁酒等を始め厳しい禁欲

による戒律を遵守し,黄帽をかむり黄帽派と称し,

これに対し古派は紅帽派といわれナ島 黄帽派はラマ

教を堕落から救い,二人の弟子 (ゲルグパ ,ゲラブ

ジェ)|こより法灯が受け継がれ,代 相々続されて発

展することになる。

ダライ・ ラマはゲルグレヾの系統をいい,観音の化

身とされる。グライはモンハル語で「海」または
「偉大な」の意で,大徳が大海の如 く偉大であるこ

とを讃えてのことである。しかし,独身であるダラ

イにとって世襲は不可能であるがゆえに,化身と呼

ばれる転生i説思想が生まれた。第 3代を経て第5代

に至るやチベット全上の政権が,黄教 ラマの手に握

られ,チベットおよびモンゴルに君臨する最大の教

団となっれ 政教両圏を掌握し,歴代のラマはチベ
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ット支配権を継承し,チ ベ ッ ト君主となったので

あるが,現在第14世のダライ・ラマは, 1959年 3

月10日 中共軍が,チベットに侵入したため,イ ンド

のヒマチャール・プラディシュ州のダルムサーラに

亡命政権を樹立 している。

一方パ ンチェン・ラマはゲラブジェの転生ラマで
,

パンチェンの称号は第4代が,第 5代のダライの師

となったため頂いた称号であり,昌lは王の位にあり

、阿弥陀仏の化身とされている。現第1針ヤ ンヾチェン

・ラマは,ダライ・ラマがインドに亡命したため,

チベット自治区準備委員会主任代理となっているが,

ラマ教の伝統と中共の支配の板ばさみとなり苦1図 し

ていると伝えられているが定かではない。しかし,

両者は時 紛々争を起し宿命的な対立関係にある。

長い歴史を通じて,チベット人およびチベット周

辺の国々の人びとの魂をいやしてきたラマ教の伝統

とその栄光は,いまやその本土を離れて,北部のブ

リヤー ト,モ ンゴル南部のネパールやブータンなど,

西部のラダーク,あるいはインド北部のダラムサー

ラ,さ らに遠くはアメリカのニュージャージ州など

でその光影を残しているにすぎない。しかし,ラ マ

教文化そのものが人類の歴史上に与えた影響はきわ

めて大きく,現在もなおその精神が多くの人びとの

中に息づいているのである。

「 ラマ教 の 美 術・ 芸 術 」

10世紀わたって仏教の栄えたこの国には,仏教一

とりわけ密教にもとずく数 の々工芸品がある。ラマ

教にとって偶像は重要な意義を有したので,仏像の

鋳造・彫刻・タンカ (仏画)等の製作技術は,非常

な発達を示し′島

「タンカ」チベット独特のもので,綿布,カ ンバ

ス,絹布などに画かれた仏画で,も と

もとインドのパタに由来するが,これ

を人々に見せて教義,講釈をしたり,

祭礼の時の装飾用にする。主に仏陀の

生涯を画いた仏伝図,諸仏,菩薩,ツ

オンカパを始めとする多くの高僧など

を描く。これは前代の師匠に寸分ちが

わず描くので,時代による変化はみら

れない。

籠護茶羅」 諸仏菩薩の悟りの世界を表現したもの

-11-

で,一定の方式に基づいて,諸仏・菩

薩および神々を網羅して描いた図。曼

茶羅の構成はほとんど一様の型をそな

えている。すなわち画面の輻いっぱい

に大円を描く。次に大円の中に方形の

輪廓をつくり,これに四門を設ける。

方形は対角線をもって四分し,四方を

象徴する四色に染め分けられる。次に

方形の中に本尊のいます内院にあたる

円を描く。時に内院をかこんで二重,

二重の円をつくることがある。これは,

マンダラを構成する院の数を表示する

もので,諸尊は院内の所定の位置に置

かれる。この外輪の上下に如来,菩薩

祖師およこルな怒等を描く。これらの諸

尊は,曼茶羅の主尊に関係深く,菩薩

を主尊とするものには如来や菩薩を,

盆怒尊にはな怒像が簡かれる。

ラマ教の礼拝画像は十尊程度の群像図

が多い。中尊を中央に大きくあらわし,

上方に中尊の本仏や守護神,左右に主

尊に関係ある尊や侍者,下方に主尊関

係の盆怒諭法像や供養者を描き,幅に

よって飛天や自然の景観 (歌や詩の源

泉となった自然や動物への1愛情の表現)

を添えているものなどが多い。これら

は,図式にこだわらない,全く自由画

風の曼茶羅と思ってさしつかえないだ

ろう。

伝説によれば,チ ベットに最初に伝え

られた仏像はインドのマガタ国からと

いわれているが,現存する最古の仏像

は,7世紀文成公主が中国から持参し

たといわれる。密教教義の進展にとも

ない,実に多種多様な仏像があるが,

主にインドのパーラ朝の影響を強くう

けた。呻こ後世のヤブoユム像は歓喜

天の名で知られ,イ ンドのヒンディー

のシャクティー思想の混入により,快

楽的意味を持つものでなく,仏像も単

「礼拝

画像」

「仏像」



身よリヤゴ (父・男性)・ ユム (母・

女陛)の結合の形を現わした方が強力

であるという考えから生まれたもので

ある。

以上のとおり,ラ マ教の芸術は,ラ マ教の教義に

由来する多面,多足,多臀また男女神の合体せざる

ものなど奇怪なものが多い。 ラマ教において神を創

ヒマラヤ学入門 その43

「ヒマラヤ」54号にて,パスポー トの取得方法に

ついて述べたが,今回は取得後に必要な手続を述べ

てみます。

長期間にわたる旅行では,パスポー トに出入国印,

査証印などが押され,その旅行歴が一目僚然に分か

るわけです。そのおのおのについて説明してみます。

(1)旅券の査証欄に余自がなくなったとき

出入国印,査証印などを押したために旅券の査証

欄に余白がなくなることがあるが,こ の場合には,

旅券 1冊につき1回に限って,査証欄のつぎたし

G彗補)ができることになっている。査証欄の増補

申請は最寄りの在外公館 (大使館,総領事館など,

以下同じ ヘー般旅券査証欄増補申請証および旅券

を提出しなければならない。

(2)旅券の再霧樹合をうける必要が生じたとき

旅券を紛失し,焼失し,も しくはいちじるしく損

傷し,または査証欄に余白がなくなった場合には,

旅券の離 がうけられるので次の書類を最寄りの

在外公館へ提出して申請 しなければならない。

一般旅券再発給申請書  1通
写  真       2枚
旅券 (査証欄に余白がないときおよび損傷した

ときのみ)

二.紛失届および警察の紛失届受理証明書 (紛失し

たときのみ) 各 1通

ホ。罹火災証明書 (焼失したときのみ) 1通
へ。その他 (個々の事情に応じ,それぞれ指示され

る。)

(3)旅券の記載事項に変更が生じたとき

旅券に言嗣たされている事項に変更を生 じたときは,

遅滞なく最寄りの在外公館において旅券の記載事項

旅券についての諸手続

りだす時は,儀軌の法典にしたがわなければならな

い。ここから芸術作品を特徴づける現実主義が生ま

れ,よ って時代による変化はみられず,き たなくな

れば洗い流し,新たに彩色をほどこすといったよう

に古い物を崇拝 しなければならないといった考え方

はみ られない。またチベット芸術は,イ ンド・ネパ

ール・カシミール・ コータン・ シナ様式が混合した

形でつくられている。

を訂正するための手続をとらなければならない。

その場合は,一般旅券訂正申請書 (1通)の ほか,

記載事項に変更を生じた事実を立証する書類 (例 ,

氏名 。本籍の変更ならば戸籍謄 (抄)本)を添えて

訂正申請を行う。

なお,記載事項に変更を生じたからといって,勝

手にその項目をなおしたり,あ るいは書き加えると

旅券:の改ざん行為となって刑法にふれることになる

ので,注意されたい。

(4} 渡航先の追カロ

旅券に記載された渡航先以外の国に渡航するには
,

その国を渡航先として旅券に追加する必要がある。

従って,旅券に渡航先として記載されていない国に

渡航する場合には,一■た旅券渡航先追加申請書のほ

か,渡航費用の支払能力を立証する書類 (例,出張

命令書,航空券など)を添えて最寄りの在外公館に

渡航先の追加を申請する。この手続を行わないで渡

航すると,旅券法の罰則の対象となるのでと意して

ほしい。

(5)旅券の有効期間力略獣凸するとき

旅券には一往復用と数次往復用の2種類がある。

一往復用旅券はわが国を出国して帰国するまでの間

有効だが,数次往復用旅券は旅券発行日から5年を

経過した日 (た とえ本人が外国に滞在中であっても)

にその効力を失なう。

数次往復用旅券所持者で,海外赴任中にその旅券

力決効することとなる場含こは,最寄りの在外公館

で新しい旅券の発給をうけなければならない。その

手続は,旅券が失効する2～ 3ケ月前からはじめる

のが望まししヽ

(鈴 木康志)

●
　

　

●
　

ヽ
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ノ
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く関係の機関・国体―一―その 2〉

日本ネパール協会
(Japan Nepal Society )

歩  み

日本ネパール協会の前身は, 1964年にネパール

に深い関心を寄せる民間人によって設立された「日

本ネパール文化協会」である。当時我国には日ネ友

好協会,日 ネ文化友好協会,ネパール友の会などが

設立されていたが,本会の発足によって一本化され

たものである。

以後民間ベースで日ネの友好と文化協力に尽して

きたが,72年 6月 に「日本ネパール協会」と改称し

一層巾広い活動が進められている。

活  動

65年 9月 に「会報」第 1号力靖U刊 された。その中

で日高信六郎会長は「日本国におけるネパールに関

する綜括的な資料と情報の蒐集,整理,保存および

それらの利用希望者に関する便宜供与」を当面の大

きな仕事として掲げている。

67年にはその一端として「ネパール・ヒマラヤ探険

記録」が発刊された。

これによって,技術協力,開発,登山,学術調査,

その他でネパールに足跡を残した日本人の記録が一

定の様式で集成された。

“

年から「ネパール研究の集い」が始まっている。

70年万博のネパール館建設には協会が大いに協力し

マヘンドラ国王も来日され,盛大にネパール・デー

が開催されたのは記憶に新ししゝ

なお,この年ビレンドラ皇太子御成婚記念事業とし

て,各界の協力によって 1000余冊の図書が トリプ

バン大学図書館に寄贈された。

名称を改めた72年からは毎年「ネパール研究学

`」を開催している。ここでの研究発表は登山を除く多

面的分野にわたり,「シンポジウム・ネパーノ列 と

してまとめられ,発刊されている。 (本年6月 に第

5回学会を開き,ま た,シ ンポジウム・ネパールNQ

4を発刊)

この他,関係のネパール要人との交流,留学生の

世話,災害救援活動,カ トマンズでの文献調査・蒐

集, 日本国内のネパール関係文献調査など,巾広い

友好,文化活動が行われている。

なお,既述の出版物の他に下記の資料が発刊されて

いる。

○ ネノ‐ ノの 人と文化  7昨 9月 古今瑳貌

○ ネパール国内出版資料目録 73年 12月 同協会

○ ネパール語会話読本 75年 菜根出版

会報は現在 (7月 )17号まで発刊,隔月18-20Pで
,

ネパールに関する情報には貴重なものが多い。また

HAJとは友好団体の一つとしてお互いに協力関係

を保っている。事実二つの団体の会員は相当に重複

しているようである。

組  織

%年 1明 末現在,通常会員4π洛,維持会員1銘

客員会員26名。

北海道,長野,中部,関西,九州の各支部があり支

部独自の活動も行われている。

会員には何といってもネパールな方れた経験者が

多い。それぞれの会員にはコー ド番号があり,この

コー ド番号を読みとることによってその会員とネパ

ールとの力渤ヽわり具合がある程度わかるようになっ

ている。

コー ド番号にかぎらず本会の情報管理システムには

EAJと しても大いに見ならう点が多いようである。

会費は年間2000円 (通常会員),入会金 3000

円で, 2名の会員のすいせんを得て入会できること

になっている。

なお,会長の職にあって本会の発展の原動力となっ

てこられた日高信六郎氏は去る6月 25日 に逝去され

′も 専務理事はりl唐:田二郎氏 (IAJ顧間)である。

なお,事務所は下記におかれている。

現在社団法人化をめざして準備が進められており,

日ネ両国のかけはしとして一層充実した活動力%ゝ画

されている。

(稲田定重.HAJ,日 ネ協会 員々No 251 )
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HAJ・ カ ンジ ロバ登 山隊

公 式報 告書 一 出版 予 告

1973年にネパールのカンジロバ・ ビマールヘ送

り出した登山隊の公式報告書が出版されます。内容

は下記の通りで,西北ネパールを含め,カ ンジロバ

山群の資料としても価値あるものです。

一般への頒布に先立ってHAJ会員の皆様へ,特

別割引価格でお分けいたします。ただし, 1人 5冊

までとし,10月 末 日までにご送金いただいた方に限

ります。送金には振替「名古屋 21645番  日本ヒ

マラヤ協会」をご利用下さしゝ

割引価格 1600円 (送料HAJ負担)(下般販

価は送料別で 2000円 です)

ォフセット印刷  1000部  10月 10日 発行

―
主な内容

数10葉の写真による登山の様子

隊長の日記, トランシーバーによる交信記録

詳細なスケ ッチ的コース図によるキャラバン日誌

登頂記,ルー ト図,行動表など迫力ある記録

これまでの各隊の研究,コース図,文献つき

ネパールの風景,人をあしらったカット数10葉 。

日 本 か ら ヒ マ ラ ヤ か ら 一 一 一 ξ ξ 一 一 一 =

インドに関する図書について

U. S Library of
Congress Office

私たちの事務所ではインドで出版された本をリス

トアップし,著者の紹介も加えてファイルしていま

す。 WashingtonにあるLibrary of Congress

と協力して仕事をしています。インドで出版された

本ならたいていそろっています。

住所は Shiela TheatreBuilding,New

E)elhi l10055, I ndia, Te1 518151

Director は Jerry R o James
×        ×

Dr.Fo M Eassnain 5月 15日  スリナガール

EAJの皆 さんはいかがお過しで しょう力、 カシ

ミールもだんだん日本人が訪れて下さるようになり

喜んでいます。

私はEAJの沖さんと2冊目の本
RP aradise

Kashmir"を 出版準備中です。カシミールの山の

ことも加えて本にしたいと思っています。 1977年

の春頃に出版される予定です。

×        ×

葉上光 昭  岡山県赤磐郡  6月 17日

1977年 1月 のネパール行を計画 しています。 1月

4日 から17日 までの予定でエベレス ト山麓を歩きます。

1975年以来 3度目になります。チベット国境のコダ

リまでは 2度行きました。チベットヘ行 ってみたいと

いう夢は持ち続けています。

(葉上さんは60才を過ぎた方ですが,そのお元気さに

はいつも感莫しています。HAJ)

岡本俊彦様   高知市   6月 14日

5月 21日 ネパールのラムジュン峰遠征を終え帰国し

ましれ 同じHAJ会員の川田寛君も第 3次 Attack

で登頂しまし′も 好天にめぐまれたせいもあって,隊

員13名 ,シ ェノ″ 3ヾ名の登頂となりましスも

CはではHAJルー トと反対側のアイスホール左の

高知ルー トと名づけたルー トによりました。それより

上部ではHAJと 同じようなルー トをとりました。初

登のイギリス隊と同じく,雪に苦 しめられました。

今回の遠征にはHAJに大変お世話になり感謝して

おります。HAJの ラムジュン隊の報舘 はできたで

しょう力、 (本年中に発行すべく準備中です。ご期待

下さい。HAJ)

1976・ 6011

6時30分より9時までエアー・ インディヤ名古屋事

務所にて,東京事務局の鈴木氏と岐阜の山田氏の解説

により, 
曖ヌン・クン及びカシミール"また

tラ
ダッ

ク"の スライドを楽しみ,カ シミールの話に花が咲い

た。

また,事務局より7月 3日・ 4日 に実施する第2回

親睦登山一御岳―についての説明があった。

<参 加者>
沢 田 睦 子 橋 本 敏 子 森 保 仁

森  秋 正 岩 水 竜 峰  水 谷 洋 子

豊 田 妙 子 須 賀 玄 郷 小 椋 優 子

水 野 治 朗 伊 藤 正 夫  鈴 木 康 志

山 田 正 弘 絣 井 照 和  沖  允 人

HAJ名 古屋集会報告
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``

かねてから準備をすすめておりました,HAJの
山小屋が完成 しました。会員 ,神門厳 (ご うどう)

さんの絶大な協力の賜物です。
・
研究会に,集会にど

しどしご利用下さしヽ 標高 1000″ ほどで,杉林と

川に囲まれた静かな谷間の家です。近くにはハイキ

ング・ コースカ沢 山あります。

<名称>日本ヒマラヤ協会・ ヒマラヤ研究所 (略称

ヒマラヤIL荘 )

<場所>岐阜県郡上郡和良村大字宮代 (通称・熊山)

<交通>岐阜から越美南線「郡上八幡」下車,車で

40分,高山線「飛騨金山」下車,車で30分 ,名古

屋から車で2時間位。利用申込の方にはルー ト図

をお送りします。

<利用申込〕>先づはがきで利用期間と人員をご連絡

下さい。利用可能なら折り返し連絡しますので
,

1回 (連続の場合,何日でも何人でも可)

1000円をそえて,HAJ名 古屋事務所へ。

このお金は研究所管理者や申込者への連絡費とし

ヒマラヤ山荘"ォープン

て使用しますので,申込を取消された場合でもお

返ししませんのでご了解下さし、受付は申込順と

し,受付けた方へは山荘の鍵と利用申込書をお送

りしますので利用後ご記入の上利用料金とともに

ⅡAJ名古屋事務所へお送り下さし、

<利用料金>申込金の他に寝具使用料,光熱費など

として会員は1泊 500円 , 会員外は 1000円を

素泊代としてお支払下さい。ただし未就学児童は

無料。

<研究所の設備>6畳×2,8畳×1 の 3部屋に

台所,風呂, トイレがついています。電気とプロ

パンガスがあり、10人分の食器,寝具が用意して

あります。10人以上宿泊される場合はシュラフな

どをご持参下さし、 なお近くの「山崎屋」旅館で

1食 500円から食事を出前してもらえます。

<〔開所式>9月 18日 (土)～ 19日 (日 )1泊 2日 を予定

しています。

食事つき2000円 ,申込 HAJ名古屋。

HAJ・ アフガニスタン登山隊― 現地だより

(そ の 1) カブール着,出

全隊員元気で 7月 1日 17時アフガニスタンの主都

カブールに着き,ア リアナホテルに落着きました。

翌, 7月 2日 は,有田隊長,松田登攀隊長,渉外担

当の佐藤隊員はそれぞれ役所めぐりなどをし,他の

隊員は カーブルの北にある3000″ ほどの峠,サ ラ

ンク1峠へ車で出掛けました。ヮハンヘむかう道です。

一
羽 田 出 発 ―

6月 28日 ,13寺30分にPIA(パ キスタン航空)

で羽田を出発 し,北京で約 1時刷シ」ヽ休止。ここでは

ビールが安 く (日 本円に換算して60円位),要領の

いい隊員は早速飲んでいましオも

ラフ〃ピンディヘは現地時間22時30分着。税関で

は全くフ リーパス同様で,一個の隊荷のオープンも

なく通過 し, タクシー 3台で1眺
"ほ

ど走った市中の

マハラジャ・ホテルに泊りまし′島

―
 HAJデ ポ品の受とリ

ー
6月 29日 ,バスをチャーターし,ペ シャワールに

むかいジャンズ・ホテルに1跡打0分着。すぐに5隊

員 (松田,松館,寺村,村上,佐藤)はタクシーで

サイ ドシャリフヘ
"8時 ∞分,パーク・ホテル着。

HAJのパキスタン・デポ品はそのままあり,ホテ

ルのマスターカゞ〕月日出してやるというので、下手な

英語同志で自信がなく心配しながら明日のこととし

て劇巌記

6月 30日 ,マスターのアシスタントだというML

Nian Shadに会う。HAJの沖さんや,有田隊長

をなつかしんでいまし′島 デポ品はすぐに倉庫から

トランクと袋を出してくれましれ リス ト通り完全

でし′島

前のマネー ジャーのクワジャ氏は 2年前に死んだ
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そうです。

またいつ来るのかとニアン・ シャッド氏は名残り

惜しそうにしていましれ 夕方,ペシャワール帰着。

一
 カイバL峠を越える一

7月 1日 ,ホテルの前の交又点が,タ ーミナルに

なっているロー ド・ トランボー ト・コーポレーショ

ンのバスの席がとれ,ペシャワールを7時30分出発

し,カ イバー峠を越えまし′ぉ

アフガニスタン入国も,パキスタンと同じように

有田隊長のサギ師ともいえる外交手腕で
'1厩

間にパス。

キスリング1個とΠAJデポ品だったトランクをオ

ープンされたのみでしナ島 キスリングからは聴診器

が出てOK, トランクもOKで し′も 形ばかりの手

続といったあっけないパキスタン出国,ア フガニス

行程路地図

/´
・́ ｀

｀

_.′
″ '＼

.)

シャ り 連

ワ りヽ

タシリト‐ツr

タン入国でした。

カイバー峠からアフガニスタンらしい眺めを車窓

か ら楽 しみながらカプール着, 16時。

ア リアナホテルでかねて連絡 しておいたアミーノツ氏

の弟,Mr.Yar M.Mohabadに 電話し,18時30

分ホテルで会いました

7月 2日 はあいさつや通信などで朝のうちを過 し
,

あとは休 日としました

これか ら数日間オフィスまわりをはじめます。兼

松豪商のHAJア フガンデポ品は明日にでもとりに

行くつもりです)手続が完了してから食糧の買付な

どします。

(7月 3日 カブールにて  佐藤優隊員)

′
ヽ

ノ

，

「

チ

１
／

１

・ヽ

１
、

ン′ゞダク

タ

ツ

中  国

″ )J ミ:

当

1

―_■__n明
400万 :尉

(2.5い・ 100臓リ

,い

ニド

ム,″0●

"ディリ
`チ

・1-′ν

う

tt*t,)t

て

1,ル■1ッ ト

/

ア フ
各

カ シ ミ ノレ

じ

ヽ

ヽ

ノ

ー

ノ

リ

バ°キスタン  ナ場翡′籠′ト
,(.<r.-p

1L t>titry

''レ

餞И嗜

=ス タンが

-16-



(そ の2)

ワハン入域不許可― 転進

当方全員元気でやっております。例のカプリ (ひ

どい下痢)は 3名以外皆やりました

パミールですが努力をしたのですがやはり今年は

C losedと のことでだめでした。そこで他の山に

計画を変えました。登山隊名は , Hindu Kush
Expedition of HAJ「  1976でヌーリスタ

ンの Mto Marchech (6450″ )と ,Mt.
Koh― i一 Chrebek(6290″ )でキャラバ ンの

コースはカプールー クンドウズー フアイザバー

帰 国 挨 拶 =一
一 一 一 一 一

青森県山岳連盟八 戸 ヒマラヤ遠征隊

私達,青森県山岳連盟八戸ヒマラヤ遠征隊はイン

ド,ガルワール・ ヒマラヤの秀峰 ドウナギリ(7066
″)の登頂を目指し5月 12日 ベース。キャンプを
4750″に設営して以来,登攀活動を続け, 6月 4

日キャンプを6600″に設営し, 6月 6日 ,榊・三

浦 。中村の3隊員がアタック隊員として,登頂を試
みましたが,折からの天偽悪化のため,ついに頂上
ドーム下の約6800″地点で力尽き,登頂を断念い

たしました。

この遠征計画に当り,皆様方より多大なるご協力,

ご援助をいただきましたが,私達の力不足のため,

そのご厚情に報いることができず,深くお詫び申し

上げます。

しかしながら,私達はこの遠征を通し,多くのこ

とを学び取ることができました。その成果をこれか

らの社会生活を通し,有意義に生かす所存でおりま

す。そして社会人としてさらに自確を深め,社会奉
仕に努力する決意でおります。

これからは, さらに若い世代力:私達の意志を受け

継ぎ何時の日か必ずやヒマラヤの頂に立つことを願
いつつ,皆様方のこれまでのご厚情に感謝申し上げ,

ご報告にかえさせていただきます。

登山隊長 加賀勝・ 副隊長 榊勝美

隊  員 山田泰義・音喜多博・森山昭一郎

小向肇。小笠原好太郎 。三浦勝美

中村勉・桂修二 (医師)

踏査隊員 り1肘康憲 。直江裕進

なお,踏査隊員は現在カシミール州ラダック地区に

て活動中であります。

ドー ゼバックー サングリッチ ー ナウー ウエ

ラン峠 (4800″ )― アサダバー ドー ファィザ
バ~ド ~カ ーブル‐

dヒから南へむけるコースです。
これは日本大使館へ書類をもって行き (6日 )次の

日の夕方にはOKが出ましナぉ
パミールの事にづいては帰国後また, くわしく話

をします。

Marche ch.chrebekと も既登峰のようですが

資料らしい資料がなくもなく,サングリッチ峠を下り

た最初の谷をつめたところでは,な いかという程度

です。接近に時間をくいそうですし,その周辺とい

うことになりそうです。

(7月 9日 カプールにて 隊長・有田 豊)

ミニ ●ニ ュ ース ‐

HAJ会員による出版物
歴史と砂漠の国と山

1974年 富山県山岳連盟シルクロー ド踏査隊報告,

1976年 5月 30日 頒価 1500円 B5版 150ページ

約 4カ 月にわたり,ソ連,イ ラン, トルコ, アフ
ガニスタン,イ ンドなど7カ国を約 2万脇を主とし
てバスで走ったときの見聞言己 I部行動記録, 1部
登山記録 (ダマバンド,エルジェス,シュプハン

,

アラム・クー,ハ ヌマンティ′9, Ⅲ部囃 記,

Ⅳ部資料 からなっている。よく整理された内容と
すっきりしたレイアウト,地図や写真も豊富,各巻
の各地の物価表など資料も多く有用である。
入手希望者は,EAJ名古屋事務所か,隊員の藤条
好夫さん (HAJ会員)へ送料 200円加えご送金下
さし、

ヒマラヤを 目指 した越中人たち 1,600円

橋本本広広 窓出版会  51年 4月 10日

「石崎光瑶ρ ヒマラヤ登山」 (大正5年)には じま

り,1975年の山雄会カラコルムK6峰などまで越

中からヒマラヤヘむかった人たちの足跡をあますと
ころなく伝える好著。

著者は創立当初からHAJの会員で,「ヒマラ刊
の表紙画を描いていただいたこともある。著者のサ

インとスケッチの入った本書10冊ほどがHAJ名古
屋,東京事務所にあります。送料共 1600円を同封
してお申し込み下さし、

窓出版会の住所は「富山市田中町15」 です。
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Himalaya― Abenteuer by

I:Ierrling koffer, KM

ナンガパルダットにいどんだヘルリッヒコッファ

ーの最近の本も 1975年 P assavia社場甦

4,560円

ChangFabang       byBOningtorヽ  C。

ガルワールの難峰,チ ャンガバンを1974年に登

頂したときの記録。写真も大きくして追力がある。

彼はこの遠征のあと,エベレス ト南壁にも成功した。

128ページ。 1975年  5,060円。 前記とも丸

善で扱っている。

シ ル ク ロー ド   加藤九作・斎木幸子

寝 堂々ユニコンカラー双書

51年 2月 5日  500円
シルクロー ド,アフガニスタン,ソ ビエト, イラ

ン,イ ラク, トルコなど沢山のカラー写真でまとめ

た文庫型の本。 “人と出逢う旅"のサブタイトル通

り,著者たちがこのシルクロー ドの旅で出逢った人

たちの想い出をうまく盛り込んで楽しい読物に仕上

げている。

チペットの新 しい姿  北京 。外文出版社

1974年  500円 (写真集)

チベット高原,新 しいチベットの人たちの生活 ,

ラサの姿など116ページの大版の写真が新しいチベ

ットの姿を示している。ラサのポタラ宮殿をバック

にノ]｀学生の子供が体育をしている写真など印象的で

ある。なお,中国で出版された本は下記の書店で入

手できる。

東 方 書 店 東京都神田すずらん通り

東方書店大阪店 大阪市北区伊勢町 6

″  京都店 京都市河原町通り丸太町上ル

ユー ラ シア叢 書   原 書 房  昭50年

1.回教史 アミール・アリー著,塚本五郎訳

5,400円 ,イ スラム文化千年の歴史。

2.古代の南ロシア ロストフッエ著 坪井良平訳

4,800円 ,「スキタイ学」の古典的名著

などが既刊である。以下

トウルキスタン史 0ヾル ドリD

アジア遊牧民族史 (ルネ・ グルセ)

東西交渉史 (H・ ユール)

東西交渉史論 (史学会編)

トウルキスター (ロ ス)

アレキサンダ=遠征史 (ク ルティウス・ルクス)

などが続刊される.

南満州鉄道 (株)三十年略史

原 書 房 昭50年  9Ю00円
この他に10年史 15o00円 ,第二次10年史上下

(各 9,500円)なども明治百年史叢書として出版さ

れている。「満州事変と満鉄」上下 (各 7,000円)

もある。

なお,戦前に東亜で活動した人を解説した人名辞

典ともいうべき「東亜先覚志士記伝」上 。中・下

(黒竜会編)も この出版社から復刊されている。

大興 安 嶺 探検

今西錦司  編著  講 談 社

3,800円 昭50年  (復刊D
1942年,今西グループが成し遂げた世界最後の

エクスペディションの本格的総合報告書。

解説=梅棉審吹

ビル マ・ ヒマラヤ研究  NQ 2

ビルマ・ ヒマラヤ研究会 75年 2月 25日発行

頒価  1,000円

知られざるネパール,イ ラワジ源流からアッサム

ヘ,イ ンドで見たこと聞いたこと, ビルマ・ ヒマラ

ヤ時流ニュース,他から成る。ビルマ・ ヒマラヤと

は "ビルマとヒマラヤ"の ことのようである。 ビル

マにウェー トをおいているがカラコルムなども出て

いる。

K12 登 山 報 告

市川山岳会K12登山隊 75年 3月 20日 発行

71年以来の執念が結実したK12(7468)の登頂

記録で速報的報告である。京大隊が登頂したものの

遭難死 している。 頂上付近の記述は詳ししゝ

シルクロー ドの宗教<幻の寺院をたずねて>
佼成出版社 50年12月 10日  2,000円
アジア仏教史 (全

"巻
)中国編の中の第5巻 V)で

ある。仏教の専門書ではあるが, ヒマラヤやシルク

ロード好きには読みごたえがあり,興味深い。
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アッサム・シッキム調査隊について

隊員募集 =締 切 10月 末

かねてからHAJ東部ヒマラヤ研究会で進めて来たアッサム・シッキム調査隊は次のような日程で

行なうことにしております。非常に興味深い地域で,今後の研究が待たれております)詳細について

はHAJ東京事務所または下記へ問合わせて下さしヽ 経費は約40万円,お日間です。

〒153 東京都目黒区東山

藤 井 毅 (東部 ラヤ研事務局)

日  付 曜 日 都 市 名 時刻・ 交通機関 概 要

12月 26日

12月 27日

12月 28日

12月 29日

12月30日

12月 31日

日

月

火

　

水

木

金

東   京

デ リ ー

デ リ ー

デ リ ー

カルカッタ

カルカッタ

カルカッタ

カルカッタ

バグ ドグラ

ダージリン

滞

滞

滞

在

在

在

(シ ッキムの許可解認)

羽田より空路,デ リーヘ

デリーより空路,カ ルカッタヘ

ァッサム入域許可取得

(予備日)

カルカッタより1聖路,バグドグラヘ

空港にてダージリン入域許可取得

車又は ヒマラヤ鉄道にてダージリンヘ。

シ ッキ ム入 域 不 可 能な場合

滞在 (ヒ マラヤ登山学校,

展望台,植物園など見学)

1月 1日

‖

1月 4日

1月 5日

土

火

水

木

金

上

日

月

ダージリン

1月 6日

1月 7日

1月 8日

ナ ス

ナ ス

ナ ス

ナ ス

車にてブータンとの国境

の町マナスヘ

野性動物園

(エ レファント・ッアー)

汽車にて

1月 9日

1月 10日

="r) t:f I
= 9 )\7- ,l
:a 2 )\T ,t

YeY

滞  在

車 に て

シッキム入域 可能 な場合

1月 1日 土

1月 2日  日

1月 3日  月

ダージリン

ダージリン

ダージリン

ガントック

ガントック

ガントック

ガントック

ダージリン

バグドグラ

シ ロ  ン

シ ロ  ン

(登山学校,展望

台など見学)

車にてシッキムヘ

1月 4日 火

1月 5日 水

1月 6日 木

1月 7日 金

1月 8日  土

1月 9日  日

1月 10日  月

チベット学研究所

王宮など見学

車にてダージリンヘ

車にてバグドグラヘ

車にてシロンヘ

滞 在

1月 11～13日

1月 14日

1月 15日

1月 16日

金

土

1月 17～19

1月 20日 木

金

上

1月 21日

1月 22日

シ  ロ ン

シ  ロ  ン

カジランガ

カジランガ

カジランガ

ジョノ″ ッ`ト

ジョノ″ ッヽト

カルカッタ

カルカッタ

カルカッタ

東   京

滞  在

滞  在

(予備日)

滞  在

車にてカジランガ動物保護区ヘ

インド 1角 サイ,野牛,大鹿などを象にの´

て見物する。

空路にてカルカツタヘ。

カルカッタより空略,羽 田 、́

通関後解散
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ヒマラヤをあなたの日と足で確かめて下 さい

ネバール・トレッキング
神々の座ヒマラヤ山麓を訪ねます。圧倒的な迫力と

美しさは,終生忘れ得ぬ旅となるでしょう。首都カト

マンズのバザールと寺,お とぎの国というのにふさわ

しいたたずまいです。

自由行動中は各自の責任でトレッキングしていただ

きますが, コースや日程など事前に決めてご相談下さ

い。簡単な計画書を作成して下さい。費用は日本出発

後 2日 目の朝食までと帰国3日 前夕食より日本帰着迄

の費用です。参加人数により多少の変動があ |)ま す。

14日 間コー

エ ス コ
~卜

つ き コ
~ス  スには自由

行動日を利

用してガイド,ン ェルパつきの一切をお世話するコー

スも用意してあります。コースとしては,カ トマンズ

からポカラヘ車で行 き,そ こから徒歩でマチャプチャ

レの美しいノウグラの丘へ率り,さ らに進んでゴラパ

ニの峠まで復往 します。ただし,参加者の体力やご希

望で,ノ ウグラとその周辺を楽しむことになるかも知

れません。

食事やポーターなど ‐切をお世話 しますので寝袋の

みご持参下さい。服装は日本の初秋のハイキング程度

で結構です。荷物はポーターが運びますので,参加者

の方はサブザックーつで歩いていただきます。宿泊は

民泊またはテント泊 りになります。

アンナプルナやダウラギリの 8,000mの ヒマラヤの

雄姿を充分お楽しみ下さい。

日程 (14・ 28日 間)出発日 51年 !2月 26日

出 発 日 51年 12月 26日 期間28日 間 または 14日 間

募集人員 各20名

締 切 日  IL発 2か 月青i∫

費  用 289,ooO円 , ガイドつき14日 間は372,000円

(た だしこれは10名 以上 まとまった場合の

料金ですので,人数が少ない場合は若干高

くなります。)HAJ・ ファミリーツアー特

別コース28日 間は493,000円 。

く記念スペシャル・ トレッキング〉

山里寿 男 画伯 とともに
アンナプルサ内院へ

HAJ創 立10周 年を記念して,ス ペシャル・ トレッ

キングを企画しました。山里寿男画伯とともにアンナ

プル南面の雪と氷の美しく,そ して厳しいヒマラヤを

楽 しい仲間とトレッキングします。食事やンエルパ・

ポーターなどをお世話します。

出発日 51年 12月 26日

第 1日  東京,羽 田空港より空路ニューデリーヘ。

第2日  デリーよ |)空 路カトマンズヘ。

第 3日  カドマンズにてトレッキング許可取得,

第 4日  カトマンズより車にてポカラヘ。

第5ロ  トレッキングヘ出発。ポカラよリペディ。

第6日  ペディよリビレタンティヘ。

第7ロ  ビレタンティよ|)ガンドルクヘ。

お問合せ 。お申

主  催

企   画

第 8日  ガンドルンクよl,チ ョムロンヘ。

第 9日  チョムロンよリドバンヘ。

第10日  ドバンよリアンナプルナ BC(約 3,700m)。

第11～ 17日  スケッチとトレッキング。

第18日  ドバンよ I)チ ョムロンヘ。

第19ロ  チョムロンよリガンドル クヘ。

第20日  力ン゙ドルクよリビレタンティヘ。

第21ロ  ビレタンティよリノウグラヘ。

第22ロ  ノウダラよリポカラヘ。

第23ロ  ポヵラ・ペワ湖にて休養

第24H ポヵラより車にてカトマンズヘ。

第25口  ヵトマンズヽ滞在,荷物の整理,バザールで

第26日  カトマンズノのお買物を楽 しんで下さい。

(オ プンヨナル・ツアー, カカニの丘,山 岳

フライトなど)。

第27日  カトマンズより空路東京へ。通関後解散。

募集人員 20名  締切 10月 末 費用 493,000円

帥 ト ラ ベ ル 日 本

〒 100 東京都千代田区有楽町2-2-11 ラクチョウビル5階

担当者・外ノ池愉平  電話 (03)574-0241
-般登録 67号  取扱い主任者・五艘和雄

日本ヒマラヤ協会・ フロンテイア企画

〒 164 東京都中野区中央 3丁 目45番 18号 沢本ビル 1階

担当者・鈴木康志  電話 (03)365-2162
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ヒマラヤの旅はヒマラヤのヨロズ屋ヘ
トレッキングからエクスペデイション
まで全て引き受けます。

装 備 貸 出 。 シ ェ ル パ 斡 旋 。 現 地 食 料 調 達
国 内外 輸 送 手 配・ 別 送 貨 物 通 関 。ヒマ ラ ヤ情 報 … …

EXPRESS TREKKING(P)LTD.
EXPRESS HOUSE

NAXAL BHAGABATI BAHAL
P.0.BOX339 KATHMANDU NEPAL

塵E鷹略 GREATREK・ KATHMANDU TEL. 13017
カ トマンズの7言泊は EXPRESS HOUSE
をご利用 ください。

家庭的なムー ドで宿泊代 も安 く気軽 に泊れる宿です。

T写『
本の藉籍撰 T蒼翁餐籍編蕎ξ:Ъ

自炊もでき
※長期滞在者はご相談に応 じます。

日 本 語 で お 問 い 合 せ く だ さ い

インド大陸、中近東方面へ当社独自のプランをいたしております

ッアー名

★ シル クロー ド 6,000キ ロ

★ ネパ ール とアフガニス タン

上砂漠 の国 アフガニス タン と最
買

後 の桃 源境 フンザ

★大 ペル シ ャとアフガニス タン

―
お問い合わせは下記まで

一

G朱) トラ ベ ル 日 本
〒100 東京都千代田区有楽町 2-2-1
ラクチョウビル5呪 ぃけ電話 (03)572-1461
担  当

―

外池・ 永瀬・ 月候・小島

海外登山ヮ トレッキングに傷害保険を
外旅行傷害保険 (運動危険担保特約付 )に ついて研究 しておりま

タケ

岳   産  業 にご相談して 下 さぃ 。ノ

あなたの所得 を補償する保険 をご存 じです か ?(所得補償保険 )

●所得補償1～ 5年 ,傷害特約60～ !20倍 までいろいろあります

自動車・火災・ レジャー (山 岳保険 。国内旅行 。つり。ゴルフ・ ヨット)・ 普通傷害・利益
。生産物等の私達の生活に関連した保険を取扱っています。岳産業の西田までご連絡下さい

鮎(倶点亀讐喜 産業
大阪市淀川区西中島町 5丁目第3チ サン10F6)l 〒532
TEL 06〔 304〕 1 1 15番
0ル スノトキ=大正海上十三営業所 304-5774
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●
〇
五
二
―
八
〇

一
―
四
四

一
四

編
　
集
　
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
」
編
集
委
員
会
　
東
京

事

務

所
　
０

一
六
四
　
東
京
都
中
野
区
中
央
三
丁
目
四
十
五
―
十
八
　
沢
本
ビ
ル
ー
Ｆ
　
●
〇
三
―
三
六
五
―
二
一
六
二

大
自
然

の
神
秘
と
雄

々
し
さ
、

ガ

ッ
ツ
な
ト

レ

ッ
キ
ン
グ
ー

ー
ヒ

マ
ラ
ヤ

東
は
プ
ー
タ
ン

・
シ
ッ
キ
ム
か
ら
、
西
は
ガ
ル
ワ
ー
ル

・
ラ
ダ

ッ
ク
、
そ
し
て
カ
シ
ミ
ー
ル
ヘ
と
二
千
キ

ロ
。

実
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
ア
ル
プ

ス
の
二
倍
で
す
。
雄
大
な
八
千
メ
ー
ト
ル
級
の
巨
峰

の
連
な
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
自
分

の
足
で
踏
み
じ
め
、
自
分

の
肌
で
感
じ
る
ワ
イ
ル
ド
な
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
、
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
も
及
ば
な

い
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
さ
と
心
の
安
ら
ぎ
を
与
え
ま
す
。

販
京

大
東

ノ
ｌ

ｏ
公
書

時
間
に
追
わ
れ
、
人
間
関
係
の
わ
ず
ら
わ

し
き
に
悩
み
、
た
ま
に
は
仕
事
か
ら
逃
げ

出
し
た

い
と
思

っ
て
い
る
都
会

の
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
達
。
彼
ら
に
こ
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
麓

の
魅
力
を
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。

８
０
０
０

ｍ
級
の
巨
峰
が
連
な
る
大
自
然

の
景
観
ｃ
斜
面

一
帯
を
幸
や
か
に
色
ど
る

花
園
の
美
し
さ
。海
抜
４
８
６
５

ｍ
、
常
に

雪
塊
や
氷
塊
を
た
た
え
て
い
る
ア
ル
ハ
ル

ウ
ッ
ト
湖
の
神
秘
的
な
静
け
さ
。
す
べ
て
が
彼

ら
の
求
め
て

い
る
超
現
実
的
な
世
界
で
す
。

ダ
ー
ジ
リ
ン

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン

「
ダ
ー
ジ

リ
ン
」
は
海
抜
２
１
３
４

ｍ
の
高
地
に
あ

り
ま
す
。
イ

ン
ド
の
上
流
階
級
や
外
国
人

た
ち
の
別
荘
も
多
く
、
健
康
的
な
霧
囲
気

に
あ
ふ
れ
た
街
。
こ
の
ダ
ー
ジ
リ
ン
の
南

東
わ
ず
か
ｎ
キ
ロ
の
地
点
に
あ
る
タ
イ
ガ

ー

・
ヒ
ル
か
ら
望
む
カ
ン
チ

ェ
ン
ジ

ェ
ン

ガ

（世
界
第
３
位
）
や

エ
ペ
レ
ス
ト
の
偉

観
は
、
文
字
通
り
砒
界
最
高
の
も
の
。
見

る
人
の
心
に
衝
激

に
も
近

い
感
動
を
与
え

ず

に
は
お
き
ま
せ
ん
。

シ

ッ

キ

ム

ご
く
最
近
ま
で
鎖
国
状
態
で
あ

っ
た
シ

ッ

キ
ム
ヘ
入
境
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
観
光
客
の
ほ
と
ん
ど
な

い

現
代
の
「挑
源
境
」
と
は
こ
こ
の
こ
と
で
す
。

二
宮
を
中
心
に
神
秘
の
国
が
、
静
か
な
た

た
ず
ま

い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

ダ
ー
プ
リ
ン
か
ら
の
途
中

に
あ
る
カ
リ
ン

ポ
ン
の
町
も
、
及
期
滞
在
に
向

い
た
静
か

な
リ
ゾ
ー
ト
。
買
物
も
楽
し
い
思

い
出

に

な
る
で
し
ょ
う
。

（註
〕
シ
ッ
キ
ム
入
境
の
場
合
は
イ
ン
ド

の
ビ
ザ
と
は
別
に
特
別
許
可
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
エ
ア

・
イ

ン
デ
ィ
ア
に
お
問

い

合
せ
く
だ
さ

い
。

ガ
ル
ワ
ル

・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

ガ
ル

ワ
ル
地
区

は
、

デ
リ

ー
の
北
東
約

４
０
０
キ

ロ
の
地
点
に
あ
り
、
１
９
７
４

年
７
月
か
ら
外
国
人
に
解
禁
さ
れ
ま
し
た
。

ナ
ン
グ
デ
ビ
ー
（７
８
１
６

ｍ
）
や
、
ガ
ン

ジ
ス
川
の
源
流
近
く
に
あ
る
ヒ
ン
ズ

ー
教

の
聖
地
を
た
ず
ね
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
、

高
山
植
物

の
宝
庫
″花
の
谷
″
や
４
０
０
０

ｍ
を
こ
す
山
岳
湖

へ
の
旅
が
楽
じ
め
ま
す
。

テヘラン
モスコー

ニュー

フランク
ジュ

ホンコン
バンコク

・
　

ぺ

　
　
＾
′ヽ ッカ

アディ

マ

スアパパ.
アテン

スカット

'多

づ壬
ドーハ

ダーラン

一

ル
フ

タ

一
ン

一　
ル
ボ
ル

ニ
ス
カ
・ガ
ラ

ド

一
ヤ
ノヽ
ア

シ
バ
ジ
シ
クモーリシヤス
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